
第１期氷見市まち・ひと・しごと創生総合戦略の総括について（詳細版）
※重要業績評価指標（KPI）実績値及び評価一覧表

目標年度
2019(R1) 2015(H27) 2016(H28) 2017(H29) 2018(H30) 2019(R1)

１市内消費拡大推進策 26.3% 20.3% 20.6% 21.7% 25.8% 29.2% ○

２市内産品一括販売体制
の構築

28,000千円 ー ー 911千円 4,669千円 7,659千円 ×

5,122円 ー ー 4,972円 5,804円 6,616円 ○

17,044円 ー ー 16,794円 17,183円 19,536円 ○

目標年度
2019(R1) 2015(H27) 2016(H28) 2017(H29) 2018(H30) 2019(R1)

①「食文化×女性の感性」
による新産業創出

累計
12件

2件 2件 4件 1件 3件 ○

②氷見産品を加工した製
品開発と販売網拡充

累計
36件

3件 5件 17件 10件 12件 ○

③地域の強み（一次産
業、宿泊業）を核とした
新業態の形成

累計
12件

0件 0件 0件 0件 0件 ×

④地域の困りごとのビジ
ネス化支援

累計
12件

0件 0件 0件 0件 0件 ×

⑤IT関連の創業・企業に
おけるIT利用の促進

各年度
２件

0件 0件 0件 0件 0件 ×

⑥副業者の増加による地
場産業の多様化

累計
24件

0件 2件 21件 83件 44件 ○

①大規模工場・大企業の
雇用の維持・増加

各年度
Ｈ27超
973人超

973人 926人 892人 985人 845人 ×

②既存商店・会社の事業
承継の支援

各年度
5件

0件 0件 0件 0件 2件 ×

③コミュニティビジネス
の創業支援

累計12件
15件協力隊

0件 1件 2件 1件 2件 △

④市内異業種の連携
累計
10件

－ － － 1件 1件 ×

⑤地域内消費（地産地消
など）の促進

最終年度
26.3％超

20.3% 20.6% 21.7% 25.8% 29.2% ○

①育児を行う女性が就
業・創業準備時間を確保
するための機会や施設の
提供

各年度
Ｈ27超

３箇所超
3箇所 3箇所 3箇所 3箇所 ３箇所 △

②職場と子育て支援施設
の連携

最終年度
100%

80% 80% 80% 80% 80% △

③柔軟な時間選択による
多様な働き方の増加

最終年度
H27超

－ － － 4企業 7企業 ○

④在宅ワーク（テレワー
ク、クラウドソーシング
等）の普及

最終年度
H27超

0人 0人 0人 0人 1人 ○

目標年度
2019(R1) 2015(H27) 2016(H28) 2017(H29) 2018(H30) 2019(R1)

①氷見市に高卒新卒者が就き
たい仕事を増やす

43.2% 18.2% 29.5% 17.5% 32.5% 31.1% ×

③氷見市に20代の方が就き
たい仕事を増やす

189人 ー 172人 158人 149人 152人 ×

⑤（他地域に通勤する方の転居
を減らすために）氷見市に子育
てと両立する仕事を増やす

-410人 ー -416人 -399人 -518人 -404人 ○

⑩20～40代のI・Jターン者
が就きたい仕事を増やす

258人 ー 250人 193人 155人 154人 ×

達成
状況

 １．氷見市の海・里・山の幸の魅力や、特性を活かしたビジネス化の実施

戦略年度

基
本
目
標
Ⅰ

(

安
定
し
た
雇
用
を
創
出
す
る

)

フレックスタイム導入企業数

 テレワーク利用者数

重
点
施
策

施
策

 ３．子育てと両立する創業・雇用の創出

市内の大規模工場・大企業の雇
用者数

事業承継実施件数

コミュニティビジネス創業件数

異業種交流事業を経て生じた連
携の件数
地域内の産品を積極的に買って
いると回答した消費者の割合

市内の事業所内保育所の数

達成
状況

1
5
の
観
点

成果指標

食文化×女性の創業支援数

氷見産品を加工した製品開発件
数
 宿泊施設独自の体験プログラ
ムや献立・ お土産を核とした
プラン数

指標

副業(小さな創業)の支援数

保育所・こども園の延⾧保育の
実施割合

IT関連の事業の増加件数

高卒新卒者の市内民間企業への就
職率（基準値H26:28.8%）

仕事が理由での２０代の転入者数
（補正後）

仕事が理由での転出者数（補正
後）

仕事が理由で転入した２０～４０
代の氷見市出身者以外の数（補正
後）

戦略年度

●重点施策については、着実
に事業が実施されたことによ
り、一定の成果が得られつつ
あるといえる。

●しかし、各施策について
は、食文化×女性の創業支援
数や氷見産品の開発などにお
いて成果が挙がっている一方
で、コミニュティビジネスや
事業承継などほとんど成果が
挙がっていなかった施策も多
い。

●そのため、15の観点におい
ては、仕事が理由での転出者
数自体はある程度抑えること
ができたものの、魅力あるし
ごとそのものを十分増やすこ
とができず、結果として仕事
を理由とした20代～40代の転
入者数の伸び悩みにつながっ
たと考えられる。

●第2期総合戦略において
は、現在成果を出しつつある
取組を継続するととともに、
若年層の転入の誘因につなが
るよう産業振興や企業誘致活
動に注力していく必要がある
と考えられる。

全体総括

市内消費率
（市民アンケート）

地域商社による一括販売体制機
能での売上額

観光消費単価（日帰り客）

観光消費単価（宿泊客）

戦略年度

地域の困りごとのビジネス化件
数

 ２．氷見市内での資金循環の維持・加速

3観光客の消費拡大施策推
進

達成
状況

KPI重点施策

施策 KPI・指標

＊達成状況の評価について
○・・・目標を上回ったもの △・・・目標に対する達成率が５０％以上のもの
×・・・目標に対する達成率が５０％未満のもの

資料２
＊達成状況の算定について（一部除く）

達成値（R1時点） - 基準値
目標値 - 基準値



目標年度
2019(R1) 2015(H27) 2016(H28) 2017(H29) 2018(H30) 2019(R1)

１ぶり奨学プログラム推
進

90 人 － 65 人 60 人 41 人 30 人 ×

35 人 － 11 人 18 人 25 人 21 人 ×

20棟 － 10棟 21棟 38棟 17棟 △

目標年度
2019(R1) 2015(H27) 2016(H28) 2017(H29) 2018(H30) 2019(R1)

②親子での氷見への転入促
進・転出防止の支援

各年度
20人

－ 39人 87人 64人 93人 ○

③氷見出身者の就学・活躍とU
ターンの支援（20代等）

各年度
65人

－ 23人 42人 24人 44人 △

④若い女性のUターンの支
援

各年度
30人

－ 13人 13人 8人 15人 △

⑤定年後のUターンの支援
各年度
20人

－ 4人 8人 10人 10人 ×

①20～40代の転入者が氷見
に来やすく、なじみやすい
体制の整備

各年度
100人

－ 62人 74人 47人 56人 ×

②氷見に住居を構え他地域
に通勤する移住者への支援

各年度
20人

－ 15人 36人 16人 19人 △

③大都市居住者に氷見での
生活の価値を伝える活動推
進

最終年度
Ｈ27超
210位

210位 195位 264位 177位 191位 〇

④クリエイティブ人材の移
住・定住の支援

各年度
5人

0人 0人 0人 0人 3人 △

⑤「里海での生活と里山での
生活が同時に かなうまち氷
見」への移住・定住の実現

各年度
5人

0人 0人 0人 0人 0人 △

①日本の魚食文化を牽引す
る施策の展開

最終年度
Ｈ27超

232,616人
232,616人 221,700人 214,200人 202,200人 189,000人 △

②未来を共創できるまちづ
くりの推進

最終年度
Ｈ27超
2,502人

2,502 819人 183人 212人 57人 △

③スポーツ・文化等による
人口交流増加

－ 378,602人 364,904人 363,698人 359,064人 322,648人 －

目標年度
2019(R1) 2015(H27) 2016(H28) 2017(H29) 2018(H30) 2019(R1)

②２０代のUターンを増
やす

131人 ー 114人 90人 113人 126人 △

④氷見市から他地域に通
勤する方の転居を減らす

-41人 ー -46人 -17人 -35人 -24人 ○

⑦定年後のUターンを増
やす

12人 ー 9人 15人 17人 28人 ○

⑨２０～４０代のI・J
ターン者を増やす

382人 ー 374人 318人 280人 280人 ×

⑪他地域から氷見市内に通
勤する方の転居を増やす

34人 ー 33人 31人 25人 29人 ×

⑫定年後のI・Jターンを
増やす

12人 ー 12人 13人 5人 14人 ○

⑮未就学児の親子で氷見
市に引っ越す方を増やす

90人 ー 74人 65人 53人 56人 ×

60.2%

戦略年度

各年度
Ｈ27超
42.2%

●重点施策については、一定の成果
が得られたものの、その後各指標が
伸び悩んでいる。

●各施策についても同様の傾向があ
りで、一定の成果が挙がっているも
のの、指標が伸び悩んでいる施策が
多くみられる。特に、移住体験申込
者数やふるさと定住促進制度におい
て、指標が目標を達成できていな
い。

●そのため、15の観点においては、
60代の転入に関する指標は目標を達
成できた一方で、20代～40代の転入
に関する指標は目標を達成できな
かったという結果につながったと考
えられる。

●第2期総合戦略においては、現在
成果を出しつつある取組を継続する
ととともに、20代～40代の転入希望
者により積極的にアプローチし、そ
のニーズに応えていく必要があると
考えられる。

戦略年度

戦略年度

達成
状況

全体総括

達成
状況

達成
状況

２０代×氷見市出身者の転入
数（補正後）

施
策

氷見版CCRC受入者数

ふるさと定住促進制度の利用者
数（クリエイティブ人材）

氷見市のブランドランキング(地
域ブランド調査)順位

1
5
の
観
点

成果指標

仕事が事由で高岡市から転入
する数（補正後）

６０代×氷見市出身以外の転
入数（補正後）

０－６歳の子供の転入数

氷見市出身者のうち、仕事が
事由で高岡市に転出する数
（補正後）

６０代×氷見市出身者の転入
数（補正後）

２０～４０代の氷見市出身以
外の転入数（補正後）

ふるさと定住促進制度の利用者
数（IJターン者）

20～40代の移住体験申込者数

施策 KPI・指標

指標

２移住定住促進事業推進

重
点
施
策

ふるさと定住促進制度の利用者
数（氷見市出身者）

ふるさと定住促進制度の利用者
数（氷見市出身20代女性）

定年後世代の移住体験申込者数

ふるさと定住促進制度の利用者
数（子育て世帯）

①氷見市の郷土愛育成

重点施策 KPI

ぶり奨学プログラムに新たに
登録した人数

氷見市IJU応援センターを通
して、氷見市に移住した人数
空き家情報バンクに新規登録
された物件数

氷見市に愛着を感じている人の
割合

基
本
目
標
Ⅱ
（

新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る
）

海産物を食べる目的での訪問者
数

リノベーション施設来訪者数

基幹スポーツ施設利用者数

 １．様々な世代の氷見出身者の還流 （ふるさと氷見での人材の定着）

 ２．「里海での生活と里山での生活が同時にかなうまち氷見」への移住・定住の実現

 ３．氷見ならではの魅力・強みを生かした 交流の実現

○42.2% 35.0% 41.6% 43.2%

＊達成状況の評価について
○・・・目標を上回ったもの △・・・目標に対する達成率が５０％以上のもの
×・・・目標に対する達成率が５０％未満のもの



目標年度
2019(R1) 2015(H27) 2016(H28) 2017(H29) 2018(H30) 2019(R1)

１ 結婚の希望を
かなえる

100 人 ー 26 人 54 人 44 人 66 人 △

２ 切れ目ない支援 577件 577件 566件 522件 1,032件 1,313件 ○

3 子育てが楽しいと感
じている子育て世代の割
合（市民アンケート）

41.6% 41.6% 38.4% 38.6% 34.1% 43.4% ○

74.0 73.4 74.6 76.0 74.0 －

58.0 68.7 57.6 58.0 56.0 －

66.0 77.4 79.4 81.0 65.0 －

55.0 46.2 48.7 46.0 54.0 －

78.0 77.8 78.0 78.0 77.0 －

63.0 68.2 70.0 72.0 62.0 －

70.0 67.5 64.7 69.0 66.0 －

51.0 44.5 48.3 51.0 47.0 －

目標年度
2019(R1) 2015(H27) 2016(H28) 2017(H29) 2018(H30) 2019(R1)

 各年度
180件
 各年度
100件
 各年度

①安心して出産できる
環境の整備

1箇所 1箇所 1箇所 1箇所 1箇所 1箇所 ○

 各年度

 各年度

 各年度

 各年度

85.0%

 各年度

85.0%

 各年度

 各年度

目標年度
2019(R1) 2015(H27) 2016(H28) 2017(H29) 2018(H30) 2019(R1)

⑥子育ての魅力で氷見市に
引っ越す方を増やす

54人 ー 42人 20人 42人 34人 ×

⑬婚姻数を増やす 180件 205件 205件 171件 173件 181件 ○

⑭出生数を増やす 283人 238人 239人 225人 216人 195人 ×

66.0
(A.B区分

廃止）

67.0
(A.B区分

廃止）

75.0
(A.B区分

廃止）

60.0
(A.B区分

廃止）

戦略年度

戦略年度

基
本
目
標
Ⅲ
（

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
）

1
5
の
観
点

成果指標
戦略年度

４ 教育の質的向上

①出逢いの場の創出による20
代における婚姻数の増加

8.4% 11.7% 9.5%

27件 22件

34.1%

205件 205件 171件 173件

④子どもが安心して遊び・
学ぶことができる環境の整
備

②地域の応援・支援による
未婚率の低減

181件

33件

調査無し

46件

80.7%

1313件

47.2%

△

△

△

○

△

○

－

×

全体総括KPI

KPI・指標
達成
状況

おせっかいさんによるひみ婚
会員引き合わせ数

出産前後の相談件数

市民アンケート調査の結果、
「子育てが楽しいと思います
か」という設問に対し、当て
はまると回答した人の割合

小６国語Aの平均点

小６国語Bの平均点

小６算数Aの平均点

小６算数Bの平均点

中3国語Aの平均点

中3国語Bの平均点

中3数学Aの平均点

達成
状況

中3数学Bの平均点

●重点施策については、出産、子育
て支援分野については成果が挙がっ
たが、婚姻分野については目標を達
成できなかった。

●各施策については、妊娠・出産の
負担の軽減分野を中心に目標を達成
した、またはあと少しで達成できな
かったという施策が多く、全体とし
て堅調に施策を推進できたといえ
る。

●しかし、15の観点においては、婚
姻数は目標を達成したものの、出生
数は目標を大きく割り込むという結
果になっており、各施策及び重点施
策の成果と相反した結果になってい
る。

●第2期総合戦略においては、現在
行っている支援策を継続しつつ、何
が出生数増のネックとなっているか
を分析し、必要であれば新しい観点
からの施策を臨機応変に行っていく
必要があると考えられる。

0件 13件

81.9%

 １．若者が早期に結婚し、子どもを中心として家族が幸せを実感できる生活の実現

84.5%

達成
状況

522件

②子どもの生きる力を育成
する魅力のある保育・教育
の充実
②子どもの生きる力を育成
する魅力のある保育・教育
の充実

47件

42.5%

44件

重
点
施
策

31件

 ２．妊娠・出産に関わる負担の軽減

③子育てと両立するワーク
ライフバランス推進

15.8%

48.3%

H27超
16.8%

85.9%

34.9%

78.9%

○

42.0%

23.9%

566件

35件H27超
53件

③人生設計を考える機会の
増加

1032件

16.8%

子育てを事由とした転入数（補
正後）

婚姻数（４月～３月）
（基準値H26:174件）

出生数（４月～３月）
（基準値H26:272人）

施
策

施策

重点施策

83.5%

出産前後の相談件数

子育てや教育に不安を感じたと
き身近に相談する人がいる子育
て世代の割合
両親等と学校での出来事の話、
学校へ行くのが楽しいと回答す
る割合

児童生徒質問紙調査のうち、「家の人（兄弟姉妹
を除く）と学校での出来事について話をする」と
回答した児童・生徒の割合（参考）

婚姻数

おせっかいさんによる引き合
わせ件数

人生設計を考えている若者の
割合

市内分娩施設数

夫の家事や育児参加に満足して
いる妻の割合

子どもが安心して遊んだり、学
べる環境だと思う子育て世代の
割合

H27超
8.4％超

②家族が望む出産につなが
る不妊治療等に対する経済
的・精神的負担の軽減

③妊娠・出産・子育ての切
れ目無い支援の推進

不妊治療助成の利用件数
（実数）

H27超
577件

H27超
48.3%

①子育てや教育に関わる経
済的・精神的負担の軽減

指標

14.2% 12.3% 16.4% 16.3%H27超
14.2%

△14.2%

16.7% 24.5%

調査なし

80.1% 80.3% 79.9%

 ３．仕事と家庭の両立をしながら、子育てを楽しみと感じられる社会の実現

577件

＊達成状況の評価について
○・・・目標を上回ったもの △・・・目標に対する達成率が５０％以上のもの
×・・・目標に対する達成率が５０％未満のもの



目標年度
2019(R1) 2015(H27) 2016(H28) 2017(H29) 2018(H30) 2019(R1)

46.3% 46.3% 45.7% 46.9% 45.9%
45.8%

（速報値） △

77.1% 77.1% 79.4% 78.5% 77.4%
77.6%

(速報値） 〇

２地域における安心の提
供

25.3% 25.3% 19.1% 27.0% 28.6% 23.2% △

3各種協働策の推進 21団体 5団体 5団体 6団体 7団体 8団体 ×

4自治機能の代替 12件 0件 1件 3件 4件 2件 ×

目標年度
2019(R1) 2015(H27) 2016(H28) 2017(H29) 2018(H30) 2019(R1)

①各種検査、検診の充実に
よる早期発見

各年度
H27超
46.3%

46.3% 45.7% 46.9% 45.9%
45.8%

（速報値） △

②高齢世代の活動充実と生
きがいの創出

各年度
H27超
27.7%

27.7% 26.6% 26.1% 24.2% 46.0% ○

③未病（病気ではないが、
健康でもない状態）対策

各年度
H27超
77.1%

77.1% 79.4% 78.5% 78.5%
77.6%

(速報値） ○

①個々人の夢や希望の支援 － 8人 7人 － － － －

②考え、行動する自治会の
支援

最終年度
20団体

3団体 13団体 12団体 10団体 12団体 △

③各種業界・団体の地方創
生支援

10団体 3団体 9団体 7団体 6団体 7団体 △

①市の公共施設・空き家の
有効活用

20棟 26棟 25棟 25棟 25棟 20棟 ○

②集落における拠点施設
（コミュニティ施設）の整
備

協議会ごと
１箇所

0箇所 0箇所 0箇所 0箇所 0箇所 ×

③地域包括ケアシステムの
構築

各年度
H27超
25.3%

25.3% 19.1% 27.0% 28.6% 23.2% △

④地域づくり協議会の構築
と支援

最終年度
21団体

5団体 5団体 6団体 7団体 8団体 ×

⑤集落構造に応じた交通手
段の開発と支援

各年度
H27超
7.8%

7.8% 5.0% 5.9% 8.0% 調査無し －

①対話と共創による地域づ
くり

各年度
H27超
2.8%

2.8% 1.8% 3.3% 3.0% 調査無し －

②数値等の根拠に基づく政
策の実施と検証体制の構築

各年度
12回

0回 4回 1回 1回 3回 ×

③自治体連携の推進（広域
連携・テーマ連携など）

各年度
H27超

4件
4件 5件 5件 5件 5件 ○

④ぶり(回遊・出世)型の地
域人材育成

各年度
H27超

5人
5人 5人 2人 2人 2人 ×

⑤企業・大学等との共有価
値の創造(CSV)

各年度
H27超

9件
9件 12件 15件 17件 20件 ○

目標年度
2019(R1) 2015(H2 2016(H2 2017(H2 2018(H3 2019(R1

⑧⾧生きする＆健康寿命
を延ばす

18.0% 18.0% 18.7% 18.5% 19.4% 19.3% ×
６５歳以上の要支援・要介護率
（基準値H26:18.3%）

指標
戦略年度

●重点施策については、健康づくり
分野はおおむね目標を達成できた
が、地域づくり分野について目標を
達成できなかった。

●各施策についても同様に、健診の
受診率など健康づくり分野の指標は
おおむね目標を達成できたが、地域
づくり協議会の数やおらっちゃ創生
の数など、地域づくり分野について
は当初よりも改善はしたものの目標
を達成できなかった指標が多い。

●15の観点においては、６５歳以上
の要支援・要介護率が若干であるが
悪化しており、健康寿命の延伸を目
指す必要があると考えられる。

●第2期総合戦略においては、今後
増える高齢者に対しての健康寿命を
延伸するための施策を特に充実して
いくとともに、地域づくり分野の施
策については短期的に成果が出ない
こともあることから、⾧期的視点を
持って取り組むことが重要になると
考えられる。

施
策

企業・大学等との連携プロジェ
クト実施件数

市内のどこかへ移動したいとき
に、適切な公共交通手段が整備
されていると思う市民の割合

地域づくり協議会設置数
（準備会含）

重
点
施
策

 ４．未来共創型の自治体経営モデルの構築

 ３．暮らし続けられる地域社会を実現する 都市空間設計

重点施策 全体総括

特定健診受診率

検査・健診の受診率

生きがいや楽しみがある高齢者
の割合

戦略年度

戦略年度 達成
状況

KPI

特定健診の結果メタボリック
シンドローム非該当であった
人の割合
市民アンケート調査の結果、
「将来、あるいは現在、病気
や介護が必要になったときに
地域に頼れる人がいますか」
という設問に対し、当てはま
ると回答した人の割合
市内２１地区における地域づ
くり協議会の数

成果指標

コミュニティビジネスの創業
支援等補助件数

施策 KPI・指標

 １．地域に住み続けるための健康的自立

達成
状況

基
本
目
標
Ⅳ
（

時
代
に
合
っ

た
地
域
を
つ
く
り
、

安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
と
と
も
に
、

地
域
と
地
域
を
連
携
す
る
）

おらっちゃ創生やクリエイト・
マイ・タウン事業等の市民提案
型事業を実施する自治会等の数

ドリームプラン・プレゼンテーショ
ン等において夢を叶えられた人の数

おらっちゃ創生に取り組む団体
数

空き家バンク登録数

地域づくり協議会ごとの拠点整
備の支援数

病気や介護が必要になったとき
に地域に頼れる人がいると思う
市民の割合

 ２． おらっちゃ創生（各地域・各団体等による各々の地方創生の推進）による、自分ごと・みんなごと・世の中ごとの好循環の確立

他の自治体との連携件数

市役所内における数値等の根拠
に基づく検証の実施

対話と共創の場に参加している
市民の割合

他組織との職員交流数

１病気の早期発見、早期
対策

達成
状況

メタボリックシンドロームに関
する検査値が正常な人の割合

1
5
の
観
点

＊達成状況の評価について
○・・・目標を上回ったもの △・・・目標に対する達成率が５０％以上のもの
×・・・目標に対する達成率が５０％未満のもの


